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アンケート回答総数：780件
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29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

男性

女性

性別： 男性 73％、女性 26％、無回答 1％

病理専門医の割合： 81％

Q 2. 性別 （年代別分布）



一人病理医

について



Q 6. 職場の病理医数

23.8 96129338176739合計

26.5 12144927102G.九州・沖縄

21.9 312421673F.中国・四国

29.0 10125431107E.近畿

25.9 8215429112D.中部

16.6 62508940241C.関東

33.3 112312266B.東北

28.9 08191138A.北海道

「1人」％≧10人6-9人2-5人1人合計



A.きつい
B.標準的

C.ゆとり

1人

2-5人

6-9人

10人以上

0

50

100

150

200

Q 11. 病理業務の負担に関する一般的感想

職場の病理医数



A.病院と交渉中

B.一部を委託

C.定期的に派遣

D.不定期に派遣

E.大学にコンサルト

F.その他

G.困っていない

H.困っているが措置
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Q 12. 一人病理医の負担軽減の方法



Q 22. 学会や病気などで短期間休まねばならない場合の対処法
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同僚 応援依頼 外部委託 復帰後に自分で
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Q 23. 病気などで長期間休まねばならない場合の対処法

同僚 応援依頼 外部委託 復帰後に自分で

6-9人/職場

同僚 応援依頼 外部委託 復帰後に自分で

1人/職場
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同僚 応援依頼 外部委託 復帰後に自分で

10人以上/職場
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女性病理医

について



Q 2. 性別 （支部別分布）
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Q 3. 各年代の性別 （学会全体との比較）
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日本病理学会全体 アンケート回答者



Q 3. 各年代の性別 （％）
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Q 4. 病理専門医について

13201566780合計

2248無回答

1113345C.予定なし

1504596B.取得準備中

9138484631A.病理専門医である

無回答女性男性合計
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Q 5. 勤務状況



Q 9. 病理学研究にはどのくらい関わっていますか

0

50

100

150

200

250

300

A.毎日（週5日） B.週３～４日 C.週１～２日 D.週１日未満
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Q 13. 病理診断の専門分野について

185540725回答者数

3580115T.特になし

156S.その他

257R.炎症性疾患

71623Q.腫瘍

279P.感染症

314O.小児

11516N.肝胆膵

62632M.血液

32326L.神経系

369K.軟部組織

11011J.骨

1987106I.消化管

31316H.内分泌

52631G.頭頸部

113546F.泌尿器等

184058E.女性生殖器

122537D.皮膚

4264106C.乳腺

237396B.呼吸器

43135A.循環器

女性男性合計



Q 31. 妊娠・出産を契機とした勤務体制や業務内容の変更

E.変更なし
31%

D.その他
20% C.退職

7%

B.職場変更
15%

A.同じ職場で時短
27%

回答総数：126



E.将来も取得しな
い 43%

D.将来取得する
25%

C.職場事情で取
得できない 8%

B.資格あるが取得
しない 1%

A.取得
23%

Q 35. 育児休業取得に関して

回答総数：142



Q 37. 家族とのかかわり方

A.夕方の勤務を調整
B.病気のとき必要が

あれば休暇取得

C.教育関係で必要が

あれば休暇取得

D.記念日に早く帰宅

E.全く仕事優先
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回答総数：166



A.女性は減らすべき B.性別に関係なく均

等に

C.支障があれば調整

D.その他
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Q 38. 勤務場所における仕事量に関して

回答総数：202



Q 41. 職場（病理部など）は、仕事と子育ての両立に理解がある

Q 42. 職場は妊娠、出産、育児のための有給休暇に理解がある

D.そう思わない
10%

C.あまりそう思わ
ない 23%

B.ややそう思う
40%

A.そう思う
27%

D.そう思わない
12%

C.あまりそう思わ
ない 27%

B.ややそう思う
40%

A.そう思う
21%

回答総数：
196

回答総数：
192


